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大規模な太陽光発電システム(メガソーラー)の健全性を検査する技術は発展途上である。本研究では、セルが入射光の影響を
受けることを利用し、セル1個だけに変調レーザー光を順次に与えて生じたモジュール電流の微小変化を非接触で電流クランプ
センサによりロックインアンプで検出して対象セルの電圧推定を行う。疑似モジュールでの実験から、セル電圧の低いセルに
対してクランプセンサを用いてもロックインアンプ電圧が高くなる原理を確認した。さらに中古商用パネルでの実験から、セ
ル1枚へのマスク有無に対してロックインアンプ電圧の変化を確認した。これより、商用パネルでも本提案手法が適用可能とわ
かった。
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